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ジ':奈良の名所である猿沢池に通・ずるところに位置する商店街。観光地の歓楽街にみられるよう
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サ御門商店 ....に飲み屋、旅館などが軒をつらねるなど・一般の商店街とは少L趣を異にする。、
しかし、市内では一流の商店街である"餅飯殿"が近くにあるためか、これに負けじとサービス精神は旺盛。小さくても
一味違った雰囲気が漂う商店街である。レモ】会長・橋村嘉郎氏構成員数10名
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目 次
ぐルケイ資金融、資制度
関西新国際空港計画に関Lて要望一・
大規模小売店舗、事前調整結果出るー
ノ＼の使いプj・・・ー・・・・・・
「絶ちきろう差別の根」
高度化資金融資制度等の改正について・・・・・
県公害防止施設整備資金融資制度・ーー
企業経営のカンどころ
一損益分岐点を活用Lようー・

確定申告・ー・・
求職者情報・・・・・・・・・
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お聞い合はせ・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501
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性別 NO.
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110,081
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職
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円

1

月
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経理事務
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前年同月
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コソ ータ
経営'企画

奈良会議所ニュース

帝国興信所

4

賄

12 -

一般事務

56

経理事務所
経験 6年

(内整理を含む負債1,000万円以上)

資材係

女

9億1,000万円

ク店員スナッ
3年

・・・・・ 2
・-3
4

・・・ 5
・・・ 5
・6
・・フ

験

電話交換

コンピュターシ
ステム設計

子

手取賃金
(月収)

2

購買出納事務
20年

本

屋内軽作業

1 ・

プラスチック関
係資材係 23年

160,000円

200,000円

200,000円

130,000円

120,000円

服飾デナイ
ナー

人

職業紹介状況(12月)学卒・ トを除くノ'、^

電話交換
5年8ケ月

昭和55年2月10日(毎月1回10日発行)

勤務時閻
(休田

屋内軽作業

の

9.00~17.00
(日・祝)

コ

・・・ 9
・・10
・・12

ソピューター
10年3 ケ月

電気時計生産
5年

希

不問~
(日・祝)

勤務 地規模(通・

ノ、事

9.00~17.00
(部齡

望

奈良市

奈良市

大阪市

屋内軽作業
,8

100,000円

100,000円

85,000円

100,000円

75,000円

8.30~17.00
(日・祝)
8

28年

00~17.00
日中用

住所

不問

9.00~17.00
(日・祝)

奈良市消費者物価指數Ⅱ月(昭和50年=100)

天理市近

奈良市・
天理市通

月
、

別
項
目

不問

効

奈良市

配偶者
の有無

9.00~17.00
(日・祝)

年

額

不問

求

奈良市

8.30~17.00
(日・祝)

不問

(奈良公共職業安定所)

総

第137号掲載分

市

奈良市

奈良市

奈良・
大阪通
奈良市

オニ
刀く

人

奈良市

9.00~17.00
(日・祝)

644
2,045
159
526

3,186
321
168
0.64

男女前年比%

学歴

10月

不問

天理市

倍

商高卒、日商簿記、
珠算各2級

9.00~17.00
(日・祝)

上

1,323

1,710

対前月比

不問

不問

不問

億

奈良市

127.フ

Ⅱ月

中卒

昇

区分

資格

奈良市

奈良市

奈良市

普通免許

求人数

対前年
同月比

126.9

1局、」、弓、く

1.2

不問

97

△4.3

ー-1
△12.4 1
△17.2 1

局d、工亙

食料住居光熱被服雑費

月間有効求人數

乗客数 12月(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

不問

-0.6

奈良市

'奇t交2;エ、
電話交換免詐

5.1

＼摘要1国鉄奈良駅

斤1

奈良市

高校卒

新規求職者数

＼
＼、乗月別'、＼

122.1

5.フ

△13.8

高女卒、小学校教諭
書道、生花、詩吟

月間有効求職老数

(総理府統計局)

123.3

119.フ

1 2月

臣;コノ」、2;エ

1~12月

123.フ

124.1

奈良交通名所めぐり

客
奈良ハ圖奈良'迭_.隆寺

418,002

128.6

125.3

乗客乗客

フ,813,546

奈良県倒産状況 12月

~、南延1憾1^

131.8

150.0

有
有
有
有
有

卒校高

有
有
有
無
無
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コ

タ

今
月
十
六
日
か
ら
確
定
申
告
の
受

付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
事
業
主
の
方

に
と
っ
て
は
総
決
算
の
時
期
で
あ
る

と
同
時
に
頭
の
痛
い
時
期
で
も
あ
り

ま
す
▼
当
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は

恒
例
に
ょ
り
確
定
申
告
が
始
ま
る
十

六
日
か
ら
一
ケ
月
間
に
わ
た
り
、
確

定
申
告
の
無
料
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
せ
い
ぜ
い
御
利
用
く
だ
さ
い

▼
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

い
つ
亀
感
じ
る
の
は
日
頃
の
記
帳
の

重
要
さ
。
年
に
一
回
し
か
経
営
状
熊

が
把
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
健
全

な
発
展
は
望
む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん

▼
今
年
こ
そ
記
帳
の
習
慣
を
つ
け
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
わ
か
ら
な

い
点
は
遠
慮
な
く
当
所
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
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編
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責
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確
定
申
告
の受

付
け

今
月
十
六
日
か
ら

吉
、

、
、

即
噐
噐
認
飢

、
醤

,
一

(
十
ペ
ー
ジ
拳
照
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マ
ル
経
資
金
融
資
制
度
一

無
担
保
無
保
証
人
が
魅
力

,
無
担
保
・
無
保
証
人
、
し
か
も
低
利
で
借
れ
ま
す
"
と
い
う
キ
丁

チ
フ
レ
ー
ズ
で
発
足
し
た
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
?
ル
経
)

も
今
年
で
七
年
目
。
と
の
間
、
融
資
条
件
も
漸
次
拡
充
強
化
さ
れ
、
こ
れ

に
伴
い
融
資
額
も
飛
躍
的
な
伸
び
を
示
す
に
至
り
立
し
た
。
そ
こ
で
、
今

回
は
マ
ル
経
融
資
に
つ
い
て
紹
介
L
ま
す
。

同
融
資
制
度
の
発
足
は
昭
和
四
十
度
額
、
対
象
企
業
の
拡
大
か
な
さ
れ

八
年
。
地
区
の
商
工
業
者
の
大
多
数
現
在
で
は
次
の
条
件
で
融
資
あ
っ
施

を
占
め
る
小
企
業
者
に
対
し
、
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の
健
全
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
の
よ
う
に
、
年
々
、
小
企
業
者

に
商
工
会
議
所
が
政
府
に
要
望
し
、
が
借
り
や
す
い
よ
う
に
、
負
担
に
な

実
現
を
み
元
も
の
で
す
。

ら
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
が
な
さ
れ

発
足
当
時
の
融
資
条
件
は
、
貸
付
て
き
て
し
る
マ
ル
経
融
資
。

限
度
額
が
百
五
十
万
円
、
対
象
企
業

『
店
を
改
装
し
た
い
ん
だ
が
』

も
小
企
業
者
に
限
定
さ
れ
て
ぃ
た
の
『
新
し
い
商
品
を
仕
入
れ
た
V
』
等

゛
ユ
、か
、
そ
の
後
当
所
を
は
じ
め
各
地
商
等
で
お
困
り
の
方
は
遠
慮
な
く
当
所

工
会
議
所
が
精
力
的
に
貸
付
改
善
に
中
小
企
業
相
談
所
ま
で
途
し
く
だ

対
し
要
望
を
な
し
、
漸
次
、
融
資
限
さ
い
。

設
備
改
善
資
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

▽
資
金
使
途

設
備
資
金
・
運
転
資
金

マ
貸
付
限
度
額

設
備
資
金
三
0
0
万
円

運
転
資
金
二
五
0
万
円

マ
利
率

年
七
・
0
%

マ
返
済
期
限

設
備
四
年
以
内
(
必
要
に
応
じ

六
力
月
以
内
据
置
き
の
取
扱
可
)

運
転
二
年
六
力
月
以
内
(
必
要
に

応
じ
三
力
月
以
内
据
置
き
の
取
扱

可
)設

備
・
運
転
何
れ
も
均
等
償
還

ケ

、一

、
ι

ヘ
マ
ル
経
融
資
制
度
^

▽
担
保
・
保
証
人

不
要
(
信
用
保
証
協
会
の
保
証

も
不
必
要
)

▽
貸
出
機
関

国
民
金
融
公
庫

※
融
資
を
受
け
る
た
め
の
条
件

①
以
前
か
ら
当
所
の
経
営
指
導
(
税

務
・
記
帳
)
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

②
最
近
一
年
以
上
奈
良
市
内
で
事
業

を
営
ん
で
し
る
人
。

③
国
民
金
融
公
庫
の
非
融
資
対
象
業

種
(
金
融
・
保
険
・
キ
ャ
バ
レ
ー

チ
ソ
コ
店
等
)
に
属
し
て
V
な

"
、ノい

も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
税
金
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

マ
貸
付
対
款

常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
1
五
人

.
ユ
、
力以

下
、
製
造
業
:
七
の
他
・
二
十

,
冒
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:
;
冒
冒
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
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人
以
下
の
企
業
で
あ
る
こ
と
。

(
注
〕
環
境
衛
生
業
種
(
飲
食

店
・
理
美
容
店
・
ク
リ
ー
ニ
ソ
グ

等
)
の
方
は
運
転
資
金
に
限
ら
れ

ま
す
。
尚
、
設
備
資
金
に
つ
い
て

は
環
境
衛
生
金
融
公
庫
の
小
企
業

(

才
レ
で
グ

畷
わ
制
、
め

羨
、
タ

剣
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関
西
新
国
際
空
港
計
画
の
推
進
を

首
相
ら
に
要
望

関
西
新
国
際
空
港
の
早
期
実
現
を

め
ざ
す
関
西
新
国
際
空
港
建
設
促
進

協
議
会
冒
方
佐
伯
両
代
表
理
事
)

は
、
昨
年
十
二
月
二
十
日
、
東
京
.
ハ

レ
ス
ホ
テ
ル
で
会
合
を
開
き
、
席

上
、
伺
空
港
計
画
の
推
進
に
関
す
る

要
望
を
原
案
通
り
採
択
、
同
日
、
大

』

゛
0
(

ι

(
、

関
西
新
国
際
空
港
計
画
の

推
進
に
関
す
る
要
望

明
五
十
五
年
度
は
、
関
西
新
国
際

空
港
の
五
十
六
年
度
建
設
着
手
を
め

ざ
し
て
万
全
の
凖
備
を
進
め
る
べ
き

重
大
な
年
で
あ
る
。

と
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
当
協
議

会
は
、
関
西
新
国
際
空
港
計
画
の
推

進
に
関
し
て
、
特
に
左
記
諸
点
に
格

別
の
配
慮
を
望
み
た
い
。

記

一
、
関
係
府
県
と
の
協
議
に
あ
光
っ

て
は
、
空
湃
画
案
お
よ
び
環
境

影
響
評
価
案
の
み
で
な
く
、
フ
ク

セ
ス
交
通
網
な
ど
広
域
的
な
地
域

整
備
に
つ
い
て
の
国
の
基
本
的
考

え
方
を
あ
わ
せ
て
提
示
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
関
係
省

平
首
相
を
始
め
関
係
各
省
庁
に
要
望

し
大当

要
望
は
昨
年
五
月
に
統
い
て
二

回
目
で
当
所
か
ら
は
小
林
茂
市
会
頭

が
陳
情
団
に
加
わ
っ
た
。

な
お
、
要
望
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
る
0
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三
百
人
が
集
い
盛
大
に
開
催

昭
和
五
十
五
年
新
年
賀
会
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一
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鬼

庁
汰
官
レ
ベ
ル
の
連
絡
会
議
を
早

急
に
設
置
す
る
な
ど
、
国
と
し
て

の
一
体
的
な
取
組
み
体
制
を
確
立

し
て
も
ら
い
た
い
。

ニ
、
五
十
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る

第
四
炊
空
港
整
備
六
力
年
計
画
の

推
進
を
図
り
、
も
っ
て
関
西
新
国

際
空
港
の
建
設
費
の
確
保
と
五
十

六
年
度
建
設
着
手
が
実
現
す
る
よ

う
努
め
て
も
ら
い
た
V
。

三
、
関
西
新
国
際
空
港
計
画
に
か
か

わ
る
昭
和
五
十
五
年
度
予
算
(
運

輸
省
要
求
額
十
五
億
円
)
の
確
保

を
図
 
0
て
亀
ら
V
た
い
。

四
、
幹
線
道
路
・
鉄
道
網
な
ど
当
面

緊
急
を
要
す
る
関
連
基
盤
整
備
に

つ
い
て
は
、
と
く
に
優
先
的
に
推

進
す
る
も
の
と
し
、
所
要
の
予
算

措
置
を
講
じ
て
も
ら
い
元
い
。
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、
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新
年
恒
例
の
「
新
年
賀
会
」
は
先

月
七
日
、
当
所
、
当
所
友
好
倶
楽
部

及
び
奈
良
経
済
同
友
会
の
主
催
で
約

三
百
人
が
集
い
盛
大
に
開
催
さ
れ

ナ
君
が
代
、
年
の
始
め
の
合
唱
で
幕

を
あ
け
た
年
賀
会
で
は
、
知
り
合
い

を
見
つ
け
て
は
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

新
年
な
ら
で
は
の
光
景
が
あ
ち
こ
ち

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
か
、
賀
会
は

進
め
ら
れ
、
斈
小
林
会
頭
が
「
経

一

」.

r
'

、
J

'
'
゛

工

.

一

、

リ
,
司

J

"

.

一
一

、

一

.

"

i

換
期
。
し
っ
か
り
と
足
元
を
み
つ
め

激
動
す
る
経
済
環
境
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」

と
参
加
老
の
発
奮
を
促
し
た
。

こ
の
あ
と
、
今
年
の
エ
ト
・
猿
午

生
ま
れ
の
四
十
四
人
に
縁
起
、
の
の

破
魔
矢
が
手
渡
さ
れ
、
引
続
い
て
上

田
県
副
知
事
、
鍵
田
奈
良
市
長
の
祝

辞
の
あ
と
祝
宴
に
入
り
、
新
た
な
決

意
の
、
と
新
春
を
祝
V
あ
っ
た
。

済
界
は
と
れ
ま
で

に
な
い
激
動
の
時

代
を
迎
え
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
当
所

と
し
て
も
中
小
企

業
の
振
興
、
省
工

ネ
対
策
、
会
議
所

運
営
の
充
実
を
柱

に
、
総
力
を
あ
げ

て
対
応
し
て
ゆ
き

た
い
」
と
決
意
を

述
べ
統
い
て
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た

杉
山
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
は
「
八

0
年
代
は
真
の
転

目
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電
電
電
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、
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進
出
予
定
の
大
規
模
小
売
店
舗
八
店

事
前
調
整
結
果
出
る

●
.
●
:
●
,
:
:
.
冒
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.
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●
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当
所
で
は
、
先
月
二
十
二
日
、
奈
良
市
内
に
進
出
を
予
定
し
て
い
る
大

規
模
小
売
店
舗
八
店
に
対
し
事
前
調
整
結
果
を
各
設
置
老
に
通
知
し
た
。

こ
れ
は
、
同
十
九
日
開
催
の
商
業
活
動
調
整
協
議
会
(
豊
崎
稔
会
長
)
の

事
前
調
整
結
果
報
告
を
受
け
た
も
の
で
、
店
舗
面
積
に
つ
い
て
は
大
店
法

に
基
つ
く
届
出
総
面
積
八
万
一
千
五
百
二
十
五
平
方
腕
に
対
し
平
均
六
0

%
の
之
卜
と
い
う
結
果
と
な
0
た
。
又
閉
店
時
刻
・
休
業
日
数
・
開
店

予
定
日
は
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

商
調
協
で
は
、
昨
年
六
月
か
ら
大

型
店
に
対
す
る
事
前
調
整
を
開
始
。

届
出
の
あ
っ
九
八
店
舗
に
つ
い
て
学

園
前
、
富
雄
地
区
に
進
出
予
定
の
四

店
舗
を
西
地
区
、
そ
の
他
四
店
舗
を

東
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
東
西
小

委
員
会
を
設
置
、
調
査
・
審
議
を
重

ね
て
き
た
。

今
回
の
事
前
調
整
に
対
し
て
は
、

通
産
省
の
大
規
模
小
売
店
舗
審
議
会

の
審
査
方
法
の
精
神
に
基
づ
い
て
、

奈
良
市
の
行
政
人
口
と
お
船
力
ね
等

し
い
都
市
で
、
年
間
小
売
販
売
額
が

一
千
億
円
を
超
え
る
そ
の
地
方
に
%

け
る
商
業
の
中
心
地
で
あ
る
類
似
都

市
を
選
び
、
小
売
業
の
売
場
面
積

一
:
m
当
り
商
業
人
口
、
大
規
模
小
売

店
舗
面
積
一
.
m
当
り
商
業
人
口
、

規
模
小
売
店
舗
の
状
況
、
又
小
売
業

の
今
後
の
発
展
の
見
込
み
、
等
も
参

考
に
し
て
奈
良
市
域
全
体
の
大
規
模

小
売
店
舗
面
積
余
力
を
算
出
L
た
。

各
店
舗
へ
の
面
積
配
分
に
あ
た
っ

て
は
、
大
店
法
の
目
的
(
消
費
者
利

益
の
確
保
、
中
小
小
売
業
の
事
業
活

動
の
機
会
を
適
正
に
確
保
す
る
、

売
業
の
正
常
な
発
展
を
図
る
。
)
に
配

慮
し
な
が
ら
、
地
域
商
業
環
境
等
の

整
合
性
を
考
慮
し
て
総
合
的
に
判
断

し
九
。なお

、
と
の
事
前
調
整
結
果
を
ふ

ま
え
、
大
店
法
第
五
条
に
基
づ
く
小

売
業
老
の
届
出
を
、
知
事
を
経
由
し

て
通
産
大
臣
に
す
る
。
と
の
届
出
が

な
さ
れ
て
、
再
度
商
調
協
を
開
催
し

事
前
調
整
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
と

な
る
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ナ
積
テ
面
元
ト
地
ソ面舗店

ガ

ガ

進
出
予
定
の
大
型
店
舗
図

(
丸
数
字
は
別
表
の
店
名
の
数
字
と
同
じ
)

絶
ち
き
ろ
う
差
別
の
根

社
会
的
関
係
に
お
し
て
差
別
さ
れ
な
協
議
会
に
加
盟
L
、
同
和
地
区
住
民

い
」
と
定
め
ら
れ
て
し
る
憲
法
十
四
の
就
職
促
進
と
雇
用
の
安
定
を
は
か

条
の
精
神
に
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
る
な
ど
就
職
差
別
を
な
く
す
た
め
努

職
業
選
択
の
自
由
、
婚
姻
の
自
由
な
力
を
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

ど
を
奪
V
、
特
に
就
職
の
機
会
均
等
す
。

の
侵
害
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
会
員
各
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て

す
。

も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
十
分
ご
理
解

ガ

ガ
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ガ
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関
西
線

・
で
プ
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イ
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秀
顧
方

"
失
敗
お
そ
れ
ず
一

一
努
力
し
て
成
功
へ
一

、
.
毛
4
二
毛
4
.
毛
4
-
一
モ
4
=
宅
、
璽
三
一
一
、
●
=
モ
4
-
=
一
一
、
4
●
毛
4
二
毛
4
=
宅
、
4
、
一
=
=
4

⑧

、
鉄
京
都
線

⑤

ノ

φ
縫

ガ

③
奈
良

④

地

グ

興
崎

②
富
雄

在

学
園
前

①⑥

彦

所

犬
や
馬
は
し
う
に
及
ば
ず
猿
も
象

で
も
ま
た
水
に
ぬ
れ
る
こ
と
を
嫌
う

猫
で
さ
え
も
水
の
中
に
は
い
れ
ば
上

手
・
下
手
の
差
は
あ
っ
て
も
皆
泳
ぐ

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

人
間
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
の
だ

、
、
ユ
、

現
実
に
は
人
間
に
泳
げ
な
い
者

力が
い
る
の
は
、
水
を
恐
れ
ゑ
叢
か

あ
る
た
め
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
泳

げ
な
い
人
と
い
う
の
は
能
力
的
に
泳

げ
な
い
の
で
は
な
く
、
精
神
的
に
泳

口
二

出
(

ノ

ガ

げ
な
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
人
間
の
世
界
に

は
多
い
。

あ
る
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
仕
事
を
す
る
能
力
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
逆
に
あ
る
仕
事
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の

場
合
、
必
ず
し
も
能
力
か
な
い
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
能
力
が
あ
っ

て
も
、
自
分
な
ら
で
き
る
と
い
う
気

持
が
な
い
と
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

憾
な
こ
と
で
あ
り
、
関
係
団
体
と
し

て
も
強
く
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
ら
差
別
図
書
は
「
す
べ
て
国

民
は
法
の
下
に
平
等
で
あ
り
人
種
、

信
条
性
別
、
社
会
的
身
分
、
又
は

門
地
に
ょ
り
政
治
的
経
済
的
又
は
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何
か
す
る
に
は
、
能
力
と
自
信
が

必
要
だ
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
自
信
と
い
う
も
の

は
き
わ
め
て
大
切
な
も
の
だ
が
、
こ

の
自
信
を
育
て
る
の
は
な
か
な
か
難

力
し
い

ど
ぅ
す
れ
ば
よ
い
か
と
し
う
と
、

成
功
体
験
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に

尽
き
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
第
一
に
素
質
的
に
向
か
な
し
も

の
で
自
信
を
持
つ
こ
と
は
さ
け
る
べ

き
だ第

二
は
、
最
初
か
ら
高
度
の
能
力

を
必
要
と
す
る
も
の
に
挑
戦
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
だ
0

第
三
に
は
、
失
敗
し
た
場
貪
そ

の
原
因
を
徹
底
的
に
調
べ
、
そ
の
失

敗
体
験
を
成
功
体
験
へ
結
び
つ
け
て

い
く
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
は
、
途
中
で
あ
き
ら
め
ず

従
っ
て
当
該
企
業
に
対
し
て
、
こ

れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
の
事
実
確
認

と
共
に
、
そ
の
差
別
体
質
に
つ
い
て

強
く
反
省
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

奈
良
県
商
工
会
議
所
連
合
会
と
し

て
も
、
奈
良
県
同
和
対
策
就
職
促
進

新
聞
紙
上
で
す
で
に
ご
承
知
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
奈
良
ト
ヨ
タ
自
動

車
株
式
会
社
が
差
別
図
書
で
あ
る

「
日
本
の
部
落
」
を
購
入
し
て
レ
た

事
実
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
九
。

申
す
ま
で
も
な
く
同
和
問
題
は
人

類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由

と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
ま
し

て
、
日
本
国
憲
法
に
ょ
っ
て
保
障
さ

れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
重
要

な
問
題
で
あ
り
、
私
共
国
民
す
べ
て

か
国
民
的
課
題
と
し
て
同
和
問
題
の

解
決
に
努
力
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

然
る
に
、
未
だ
「
地
名
総
鑑
L
「
日

本
の
部
落
」
等
の
悪
質
な
差
別
を
助

長
す
る
図
書
が
出
廻
り
、
こ
れ
を
購

入
す
る
事
件
が
あ
る
こ
と
は
誠
に
遣

ガ

ノ

ン
ン

ウ
セ

タ
クソ

ニ
.
ヒ

4

(

一
゛

一

(

に
成
功
体
験
を
得
る
努
力
を
重
ね
る

こ
と
で
あ
る
。

失
敗
体
験
が
二
t
三
度
続
く
と
気

の
弱
い
者
は
挫
折
し
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
V
か
に

う
ま
く
乗
り
き
る
か
が
自
信
を
つ
か

め
る
か
ど
ぅ
か
の
境
目
で
あ
る
か
ら

前
述
し
た
よ
う
に
失
敗
原
因
を
よ
く

分
析
し
て
、
こ
の
除
去
に
つ
と
め
る

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
つ
の
こ
と
に
自
信

を
持
つ
た
め
に
は
、
相
当
の
努
力
が

必
要
だ
が
、
こ
う
し
て
得
た
自
信
と

い
う
も
の
は
、
よ
り
高
度
の
も
の
へ

の
挑
戦
の
意
欲
を
持
た
せ
る
原
動
力

と
も
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
事

に
ょ
ら
ず
自
信
を
持
つ
と
V
う
こ
と

は
大
切
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。

(
商
工
中
金
本
店
経
営
相
需

内
田
知
二
)

:
'
:
一
一
=
ニ
'
.
ニ
^

=

い
た
だ
き
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を

一
層
、
需
識
さ
れ
、
同
和
問
題
の
正
、

し
い
理
解
と
解
決
の
た
め
企
業
ぐ
る

み
で
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
存
、

じ
ま
す
。

尚
、
法
務
局
や
人
権
擁
璽
六
員
会
、

で
は
「
日
本
の
部
落
」
な
ど
の
差
別

図
害
の
回
収
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
、

、

こ
の
機
会
に
奈
良
法
務
局
な
ど
か
ら

、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
さ
れ
る
よ
う
に

も
聞
し
て
お
り
ま
す
か
、
各
企
業
に

お
か
れ
て
も
企
業
内
に
こ
れ
ら
の

図
書
、
又
購
入
案
内
チ
ラ
シ
等
が
な

い
か
を
十
分
点
検
調
査
し
、
も
し

も
こ
れ
ら
の
も
の
が
あ
れ
ば
法
務
局

等
に
連
絡
さ
れ
る
よ
う
申
し
添
え
ま

す
。

平
シ
タ
⑧
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高の原

平城
新

⑦宮
西

や大
寺

^株訟社桝谷設計
総合企画・設計・監理

建物の名称

本社及ぴ
奈良事務所

京都事務所

六阪事務所

①みどり台シ,ツピ
ソグセンター

代表取締役桝谷博行
奈良市大宮町1丁目6看21

TEI,奈良(0742) 3 4-1 4 6 1 eu
京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館

TE I,京都(075) 2 2 1-1 6 3 2 {fサ
大阪市淀川区宮原2丁目13-12 桝谷ビル

TE I,六阪(06) 3 9 1-5071 Eサ

②学園前シ,ツピン
グセソター

③大東ビルディソグ

大規模小売店舗法に基づく事前調整結果一覧表

④ホームセソター
「ラソハー」

奈良市三碓町
539~1

⑤中山町パークサイ
ドセソター

ノノ 学園北1丁目
1017~117

⑥ショッピングバザ
ーノレ畠鮒;

者設
(主な小売業者)

セ坪城シ,ツピソグ
センター

奈良日日新聞社開
発局(イズミャ)

西木辻町50

西九条町
第5 ブロック

近鉄不動産鵠
(近商ストアー)

ノノ 中山西1丁目
716の3

大東
(長

ノノ

4,600'

5,000金

4,600イ

1,500イ

3,500'

フ,600血三碓町327

大和ハウスエ業鵠

産鵠
屋)

西大寺栄町
2315~1

30%

30%

30%

木村産業鵠
(ユニード)

山陵町1685

閉店時刻休業日数開店予定日

禎
チ

午後7時
但し年間30日に
限り午後8時

岡本駒夫
(他2名)

(Vそかわ)

イ)

平城ニュータウソ
センター開発鵠
(近商ストアー)

年間
40日以上

20%

30%

6時30分
日曜祭日

ノノ

郭0'

午後7時
但L年問30日に
限り午後8時

法第5条
届出日以
降

6,ooom

7時

ノノ

年問娼日
以上

年間40日
以上

ノノ

30%

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ



高
度
化
資
金
融
資
制
度
等
の

改
正
に
つ
い
て

政
府
は
昨
年
十
二
月
四
日
の
閣
議

で
「
中
小
企
業
振
興
事
業
団
法
施
行

令
」
と
「
中
小
小
売
商
業
振
興
法
施

行
令
」
の
一
部
改
正
を
決
め
、
七
日

に
公
布
、
同
日
施
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
小
企
業
高
度
化
事
業

の
対
象
事
ぎ
小
規
模
の
貨
物
自
動

車
運
送
業
者
が
車
庫
、
車
両
整
備
施

設
等
の
事
業
所
を
共
同
利
用
す
る
事

業
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
商
店
街

整
備
事
業
、
小
売
商
業
店
舗
共
同
化

事
業
を
実
施
す
る
組
合
の
サ
ー
ビ
ス

業
者
比
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

一
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
所
共
同

利
用
事
業
の
新
設

貨
物
自
動
車
運
送
業
は
、
多
く
の

小
企
業
者
に
ょ
り
担
わ
れ
て
お
り
、

と
ぅ
し
た
零
細
事
業
岩
に
あ
っ
て
は

早
急
に
車
庫
、
車
両
整
備
施
設
等
の

整
備
充
実
を
図
り
、
も
っ
て
安
全
か

つ
迅
速
な
運
送
を
営
力
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
零
細
性
の
た
め
経
営

の
近
代
化
・
合
理
化
が
立
遅
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
た
め
、
中
小
<
室
局
度
化
事
業

の
対
象
事
業
と
し
て
、
小
企
業
者
で

あ
る
貨
物
自
動
車
運
送
業
を
営
む
事

業
者
の
事
業
所
の
共
同
利
用
事
業
を

新
設
し
、
経
営
の
近
代
化
・
合
理
化

を
図
ろ
う
と
の
考
え
か
ら
今
回
の
政

令
改
正
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

改
正
の
内
容

■
施
行
令
関
係
甲
小
企
業
振
興
事

業
団
法
施
行
令
第
三
条
笋
項
第

二
号
の
三
の
追
加
)

小
規
模
な
貨
物
自
動
車
運
送
業
者

が
車
庫
・
車
両
整
備
施
設
等
の
整
備

充
実
を
図
る
た
め
に
、
共
同
し
て
一

の
建
物
等
を
設
置
す
る
事
業
を
高
度

化
資
金
の
融
資
対
象
事
業
と
し
て
追

加
し
ま
し
九
。

⇔
施
行
規
則
関
係
(
中
小
企
業
振
興

事
業
団
法
施
行
規
則
第
四
条
の
三

の
追
加
)

当
該
追
加
さ
れ
た
事
業
の
内
容
の

基
凖
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま

す
。W参

加
企
業
数
が
五
以
上
で
あ
る
こ

と
0

同
参
加
企
業
の
五
分
の
四
以
上
が
従

業
員
(
企
業
組
合
に
つ
い
て
は
、

組
合
の
事
業
に
従
事
す
る
組
合

員
)
が
五
人
以
下
の
小
企
業
で
あ

る
こ
と
0

W
参
加
企
業
の
す
べ
て
が
貨
物
自
動

車
運
送
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
五
分

の
一
の
範
囲
で
倉
庫
業
又
は
サ
ー

ビ
ス
業
を
行
う
者
を
含
め
る
と
と

が
で
き
る
。

⇔
設
置
す
る
建
物
等
が
都
市
計
画
そ

の
他
市
街
地
の
整
備
の
見
地
か
ら

適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域

内
に
設
置
さ
れ
る
も
の
。

困
参
加
企
業
が
事
業
協
同
組
合
等
を

組
織
す
る
と
と
。

囚
設
置
す
る
建
物
等
の
構
造
は
、
そ

の
用
途
に
応
じ
十
分
な
安
全
性
.

耐
久
性
を
も
つ
こ
と
。

(
参
考
)

助
成
の
条
件

、

商
店
街
の
整
備
、
店
舗
の
共
同
化
等

の
事
業
は
、
中
小
小
売
業
の
近
代
化

に
重
要
な
役
割
り
を
果
た
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
最
近
の
小
売
商
業
の
現

状
を
見
る
と
、
消
費
者
二
ー
ズ
の
変

化
等
に
ょ
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
増
加
等

の
変
化
が
み
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
実

態
を
踏
ま
え
て
、
中
小
小
売
商
業
振

興
法
に
基
づ
く
商
店
街
整
備
計
画
及

び
店
舗
共
同
化
計
画
黒
定
基
準
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
っ
た
わ
け
で

す
。ま

た
、
当
紗
詮
疋
を
受
け
た
高
度

化
事
業
に
対
し
て
高
度
化
資
金
助
成

制
度
の
適
用
を
図
る
た
め
、
併
せ
て

中
小
企
業
振
興
事
業
団
法
施
行
令
及

び
施
行
規
則
の
改
正
を
行
い
ま
し

ナ改
正
の
内
容

中
小
小
売
商
業
振
興
法
施
行
令
に

÷
七
%

助
成
割
合
九
0
%

償
還
期
問
施
設
設
置
期
間
十
十

五
年
(
う
ち
据
置
施
設
設
置
期

間
十
二
年
)

ニ
、
商
店
街
整
備
計
画
及
び
商
舗
共

同
化
計
画
の
認
定
基
準
の
改
正

中
小
小
売
商
業
振
興
法
に
基
づ
く

1

■
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,
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■
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開
■
巨
■
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●
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■
●
■
冨
冨
■
盟
.
■
巨
巨
冒
■
:
■
■
■
.
■
■
■
.
■
■
■
:
旦
冒
血
巨
匡
.
匡
,
.
■
■
■
噛
■
■
■
■
.
■
■
■
■
,
■
,
,
,
冒
冒
,
冒
;
冒
.

...■冒

^
三
郎
会
頭
ら
四
名
が
出
應

;
し
ナ
一

経
済
企
画
庁
は
、
先
月
十
八
日
、
連
絡
会
で
は
、
激
動
の
時
代
と
い

一
地
域
経
済
の
現
状
や
当
面
の
か
か
え
わ
れ
る
八
0
年
代
に
当
た
り
、
今
後
一

る
問
題
を
話
L
合
う
「
地
域
経
済
現
の
景
気
動
向
と
物
価
問
題
に
議
論
が

■.一
地
景
気
連
絡
会
」
を
当
所
三
階
特
別
集
中
。こ

れ
に
対
し
、
堀
内
政
務
次
官
は

一
会
議
室
で
開
い
た
。

吋

こ
の
現
地
景
気
連
絡
会
は
、
地
方
「
原
油
不
安
か
ら
石
油
関
連
物
資
が

■一
経
済
の
か
か
え
る
問
題
や
要
望
な
ど
軒
並
み
高
騰
の
気
配
を
み
せ
、
こ
の

を
地
元
代
表
者
か
ら
聞
ミ
国
の
経
影
響
で
公
共
料
金
も
一
済
に
値
上
げ
一

■.

一
済
運
営
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
中
一

■

の
で
、
同
庁
が
五
十
年
か
ら
全
国
各
で
、
特
に
電
気
・
ガ
ス
に
つ
い
て
は

国
民
生
活
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い

地
で
開
催
し
て
い
る
。

と
の
日
の
連
絡
会
に
は
、
経
済
企
の
で
慎
重
に
対
処
し
て
い
き
た
い
」

.一
画
庁
か
ら
地
元
選
出
の
参
議
院
議
員
と
語
っ
た

0

一
堀
内
俊
夫
政
務
次
官
ら
五
人
、
地
元
こ
の
ほ
か
、
商
業
界
代
表
か
ら
相
一

か
ら
は
当
所
小
林
茂
市
会
頭
を
は
じ
次
い
で
い
る
ス
ー
パ
ー
進
出
問
題
に

め
各
業
界
代
表
老
ら
十
二
名
、
大
和
対
し
て
実
情
報
告
等
が
な
さ
れ
た
。

よ
る
商
店
街
整
備
計
画
、
店
舗
共
同

化
計
画
を
実
施
で
き
る
組
合
晶
定

基
準
を
改
め
、
組
合
員
中
の
サ
]
ビ

ス
業
者
比
率
を
引
き
上
げ
た
も
の
で

す
。■商

店
街
整
備
計
画
の
晃
基
準
関

.

ノ

働
中
小
小
売
商
業
振
興
法
施
行
令
第

一
条
第
二
号
及
び
中
小
企
業
振
興

事
業
団
法
施
行
規
則
第
五
条
第
一

項
第
三
号
の
改
正

組
合
員
の
三
分
の
二
以
上
が
中

小
小
売
業
者
で
あ
る
こ
と
.
稔
定

基
準
に
適
合
す
る
組
合
と
し
て
の

条
件
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

、

.

(

れ
を
「
組
合
員
の
三
分
の
二
以
上

が
中
小
小
売
商
業
者
又
は
中
小

サ
ー
ビ
ス
業
者
で
、
二
分
の

上
が
中
小
小
売
業
老
で
あ
る
こ

と
」
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

同
中
小
小
売
商
業
振
興
法
施
行
規
則

第
五
条
第
一
項
及
び
中
小
企
業
振

興
事
業
団
法
施
行
規
則
第
五
条
第

一
項
第
二
号
の
改
正

認
定
基
準
に
適
合
す
る
た
め
の

組
合
の
組
合
員
数
を
三
十
人
と
定

め
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
「
二
十

人
」
と
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

⇔
店
舗
共
同
化
計
画
の
認
定
基
凖
関

係

の
う

も
よ

の
し
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,
宜
旦
盟
盟
亘
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
冨
冨
冨
,
皇
直
亘
盟
亘
旦
巨
邑
邑
巨
巨
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■
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冨
冨
冨
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邑
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吉

県
公
害
防
止
施
設
整
備
資
金

融
資
制
度
案
内

"
,
ニ
ニ県

公
害
課
で
は
、
中
小
企
業
者
の

公
害
防
止
施
設
の
整
備
を
促
進
し
、

も
っ
て
公
害
の
発
生
防
止
を
図
る
目

的
で
次
の
要
綱
に
ょ
り
公
害
防
止
施

設
整
備
資
金
融
資
制
度
を
設
置
L
、

、

関
係
者
に
利
用
を
呼
び
か
け
て
L

る
0臼

融
資
を
受
け
る
者
の
資
格

次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
。

①
県
内
に
工
場
又
は
事
業
場
を
有

し
、
同
一
の
事
業
を
六
ケ
月
以

上
営
ん
で
い
る
者
。

②
資
本
金
又
は
出
資
の
総
額
が
一

億
円
(
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業

に
あ
っ
て
は
、
一
千
万
円
)
上

下
又
は
従
業
員
三
百
人
(
商
業

又
は
サ
]
ピ
ス
業
に
あ
っ
て
は

五
0
人
)
以
下
の
会
社
若
し
く

中
小
小
売
商
業
振
興
法
施
行
令
第

二
条
第
一
項
第
二
号
、
中
小
企
業
振

興
事
業
団
法
施
行
令
第
三
条
第
一
項

第
四
号
及
び
中
小
企
業
振
興
事
業
団

法
施
行
規
則
第
六
条
第
一
項
第
三
号

四
号
の
改
正

改
正
前
は
「
当
該
組
合
の
組
合
員

の
五
分
の
四
以
上
が
商
業
を
主
と
し

て
営
む
者
で
あ
っ
て
、
組
合
員
の
十

分
の
七
以
上
が
中
小
小
売
業
者
で
あ

る
こ
と
し
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を

「
組
合
員
の
五
分
の
四
以
上
が
商
業

又
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
者
」
と

し
、
「
十
分
の
七
以
上
が
中
小
小
売

業
者
又
は
中
小
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
っ

一

=
:
.
一
一
一
二
』
.
=
一
.
1
-
一
=

一
:
.
一
一
:
.
一
一
:
=
=
ニ
.
'
.
一
一
一
三
三
一
:
'
=
:
.
一
一
.
=
一
:
』
一
:
.
一
一
一
,
=
,
一
,
一
:
.
一
一
.
一
.
一
:
.
=
:
.
一
:
=
』
.
電
一
一
一
:
一
三
、
三
=
:
一
一
:
.
一
一
:
.
一
:
"
=
一
.
゛
三
.
"
一
一
ザ

6

一

(

て
、
か
つ
組
合
員
の
二
分
の
一
以
上

が
中
小
小
売
業
者
で
あ
る
こ
と
」
と

改
め
て
い
ま
す
。

助
成
の
条
件
(
参
考
)

囲
特
定
商
店
街
近
代
化
事
業

利

無
利
子

金助
成
割
合
八
0
%

償
還
期
間
十
五
年
(
う
ち
据
置

三
年
)

同
特
定
小
売
商
業
店
舗
共
同
化
事
業

無
利
子

利

金助
成
割
合
八
0
%

償
還
期
間
十
二
年
(
う
ち
据
置

二
年
)

は
個
人
又
は
中
小
企
業
団
体
の

組
織
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
三

十
二
年
法
律
第
一
八
吾
ぢ
)

三
条
第
一
項
第
一
曼
第
二
号

及
び
第
五
号
か
ら
第
九
号
に
規

定
す
る
中
小
企
業
団
体
。

③
前
年
度
の
県
税
を
完
納
し
て
い

る
老
。

⇔
資
金
の
使
途

工
場
・
事
業
場
か
ら
発
生
す
る

公
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

機
械
器
具
・
装
置
又
は
工
作
物
の

整
備
に
要
す
る
資
金
で
あ
っ
て
知

事
、
稔
め
る
も
の
に
限
る
。

国
融
賓
条
件

①
融
資
限
度

一
<
止
業
に
つ
き
二
千
万
円
以
内

②
貸
付
利
率

年
八
・
四
%
以
内

③
貸
付
期
間

七
年
以
内

④
償
還
方
法

一
年
以
内
の
す
え
置
き
、
半
年

賦
元
金
均
等
償
還

⑤
信
用
保
証

県
信
用
保
証
協
会
の
信
用
保
証

を
付
す
る
も
の
と
し
、
保
証
条

件
は
、
同
協
会
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
ょ
る
0

四
利
子
補
給

こ
の
要
綱
に
ょ
り
融
資
を
受
け

た
者
に
対
し
て
は
、
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
ょ
り
利
子
補
給
を
行
う

、
の
と
す
る
。

※
そ
の
他
、
本
融
資
制
度
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
せ
は
県
公
害
課

(
T
E
工
⑳
三
 
0
こ
ま
で
。

7

信
近
技
繹

住
居
表
示
の
変
更
が
実
施
さ
れ
ま
し

ナ
こ
れ
に
と
亀
な
い
、
当
所
に
お
い

て
は
住
所
変
更
の
作
業
を
急
い
で
お

り
ま
す
が
、
該
当
さ
れ
る
方
で
未
だ

訂
正
さ
れ
て
な
V
方
は
、
当
所
ま
で

一
報
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

ー
」
ー
」
ー
、
}

以
上

◆
辞
令
◆

当
所
で
は
事
務
機
構
の
改
正
に
と

も
な
い
次
の
通
り
辞
令
を
発
令
し

介
月
一
日
付
)

0
ナ

1
住
居
表
示
変
更
の
方
は

1
御
一
報
く
だ
さ
い
ー

ご
存
知
の
よ
う
に
昨
年
十
一
月
一

日
付
で
尼
ケ
辻
、
横
領
等
の
地
区
で

.

渡
辺
進

総
務
部
総
務
課
長

系
庶
務
係
長
事
務
取
趣

鈴
木
清

総
務
部
管
理
課
長

(
兼
管
理
係
長
事
務
取
扱
)

仲
野
元
信

業
務
指
導
課
長

坊
時
也

総
務
部
管
理
課
経
理
係
長

、
.
.

.
゛

」

、
゛
r

ゞ

』

.

.

.

;

凡

.
'
.
,
,
.

:
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謙
象
裁
黙
が
覗
ミ
、
瑞
ゞ
包
亨
念
立
二

1
月
定
時
総
会
並
び
に

新
年
宴
会
開
催

去
る
1
月
部
日
(
金
)
6
時
よ
り
大

和
山
荘
に
て
、
垣
内
部
長
他
噐
名
が

参
加
し
て
、
 
1
月
定
時
総
会
並
び
に

新
年
宴
会
を
開
催
。

そ
の
結
果
次
年
度
役
員
予
定
老
を

次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

部
長

本
田
正
人

(
制
本
田
青
紫
園
社
長
)

直
前
部
長
垣
内
成
元

(
鵠
垣
内
商
会
社
長
)

専
務
理
事
藤
本
純
忠

(
側
富
士
屋
学
園
社
長
)

副
部
長

水
谷
悦
郎

(
倹
あ
か
し
や
社
長
)

副
都
長

近
東
宏
光

(
共
同
精
版
印
刷
鵠
常
務
)

総
務
委
員
長
松
岡
泰
夫

(
鵠
菊
一
文
殊
四
郎
包
永
社
長
)

会
員
委
員
長
樽
井
喜
之

(
漆
工
芸
代
表
者
)

研
修
委
員
長
津
森
秀
明

(
グ
ィ
ワ
オ
ー
ト
七
ソ
タ
ー
)

事
業
委
員
長
沢
井
啓
祐

(
実
業
印
刷
鵠
常
務
)

監
事

西
尾
直
三

(
側
南
都
銀
行
外
国
為
替
課
長
)

監
事

西
川
達
夫

(
奈
良
ヤ
ク
ル
ト
暢
業
務
部
長
)

ま
た
、
新
年
宴
会
で
は
来
年
度
へ

の
抱
負
を
大
い
に
語
り
、
か
つ
、
親
交

を
深
め
意
義
あ
る
会
合
で
あ
っ
九
。

<
連
絡
>

◎
2
月
例
会
(
会
員
委
員
会
担
当
)

日
時
 
2
月
巧
日
(
金
)
6
1
9
時

場
所
当
所
友
好
倶
楽
部
和
室

講
師
落
語
家
・
桂
枝
雀
氏

定
員
如
名
(
同
伴
者
を
含
む
)

◎
3
月
例
会
(
事
業
委
員
会
担
当
)

ヨ
ガ
健
康
法
に
つ
い
て
開
催
す
る

予
定
。

尚
、
全
国
統
一
の
青
年
部
の
バ
"

ヂ
が
日
商
よ
り
届
い
て
船
り
ま
す
の

で
、
来
所
の
節
は
是
非
申
し
つ
け
て

く
だ
さ
、
0

L

★
次
年
度
の
役
員
予
定
者
も
決
定
し

新
た
な
見
地
に
立
ち
、
役
員
・
会
員

事
務
局
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
意
義

あ
る
青
年
部
へ
飛
躍
致
し
た
く
存
じ

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ビ
協
力
の
程

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

'
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"
d
1
,
?
,
'
、
い
、
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V
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サ
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蝉
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小
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M
リ
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畴
、
'
ゾ
h
、
V
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1
Y
Y
 
.
Y
゛
り
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Ⅱ
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ー
ー
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J
 
1
 
1
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J
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i
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冒
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'
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、
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、
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.
"
、
、
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1
、
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ー
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、
、
、
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、
ル
三
、
ー
、
.
ー
ー
、
ー
ー

家
族
忘
年
会

十
二
月
十
一
日
、
午
後
六
時
よ
り

恒
例
の
家
族
忘
年
会
を
開
催
、
「
写

真
」
今
年
は
趣
を
変
え
、
参
加
者
は

プ
レ
ゼ
ソ
ト
を
持
参
し
、
抽
選
で
交

換
し
た
。

当
日
は
、
台
湾
の
歌
手
を
含
め
、

三
組
の
プ
戸
歌
手
が
忘
年
会
を
盛
り

上
げ
、
参
加
者
一
同
、
楽
し
V
年
忘

れ
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
九
。

大
阪
ガ
ス
見
学
会

十
二
月
十
二
日
、
大
阪
ガ
ス
の
ご

厚
意
に
ょ
り
、
大
阪
ガ
ス
泉
北
工
場

を
見
学
。
現
在
奈
良
地
区
で
使
用
し

て
い
る
ガ
ス
よ
り
、
、
す
ぐ
れ
た
性

質
の
天
然
ガ
ス
を
送
る
工
場
の
場
内

見
学
と
、
天
然
ガ
ス
の
実
験
等
天
然

ガ
ス
の
知
識
を
教
え
ら
れ
、
参
加
者

一
同
、
感
謝
し
た
り
お
ど
ろ
い
た
り

で
一
日
を
す
ご
し
た
。

微
劇
会
開
催

一
月
二
十
六
日
、
大
阪
中
座
に
於

い
て
観
劇
会
を
開
催
、
松
竹
新
喜
劇

(
藤
山
寛
美
主
演
)
①
見
ザ
ル
聞
か

ザ
ル
喋
ら
ザ
ル
②
か
っ
ぽ
れ
文
左

ど
な
い
、
な
ら
篇
③
同
・
負
け
て

ら
れ
篇
を
、
涙
、
笑
の
う
ち
日
頃
の

忙
が
し
さ
を
わ
す
れ
て
楽
し
ん
だ
。

今
後
の
予
定

今
後
の
予
定

◎
二
月
例
会

二
月
十
二
日
正
午
よ
り

働
飛
鳥
研
修
宿
泊
所
の
石
田
所

長
よ
り
「
飛
鳥
に
つ
い
て
」
の

話
を
拝
聴
す
る
こ
と
と
し
た
。

◎
三
月
例
会

三
月
十
一
日
 
9
時
即
分
よ
り

商
工
会
議
所
前
出
発
、
 
N
H
K

近
畿
木
部
で
、
見
学
と
講
演
会

を
実
施
t
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
0

、
支
'、

、

'
、

一

J

〆

1

!
ー
」
ー
ー
、
ー
ー
亀
,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
+
ー
{
 
1
 
J
 
1
 
-
ー
ー
,
ー
ー
 
J
 
1
 
-
ー
ー
ー
Ξ
 
1
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ゞ

瑩

ー
々

、.、、.J

数
字
は
、
な
れ
な

い
う
ち
は
、
理
解
し

に
く
い
こ
と
が
あ
る

の
で
、
し
ぱ
し
ば
グ

ラ
フ
な
ど
に
図
形
化

さ
れ
る
。
本
誌
第
一

ニ
ニ
号
(
昭
和
五
十

三
年
十
一
月
十
日
)

に
述
べ
た
損
益
分
岐

万戸

'

(
ト
=゛、

§
一
、
ぎ
@
最
臭
の
味
方

/

点
の
求
め
方
に
つ
い
て
も
便
利
な
図

形
が
あ
る
の
で
、
そ
の
図
の
作
り
方

を
紹
介
し
よ
う
。

例
と
し
て
次
の
数
字
を
用
い
る
こ

と
に
す
る
。

売
上
高

-
0
0
0
万
円

変
動
費

八
8
万
円

-
0
0
万
円

固
定
費

0
0
万
円

益

手
順
の
-
1
図
一

方
眼
紙
の
「
タ
テ
」
軸
に
費
用

を
、
「
ヨ
コ
」
軸
に
売
上
高
を
と
る
。

こ
の
場
合
タ
テ
、
ヨ
コ
の
目
盛
は
等

し
く
し
て
お
く
0

手
順
の
二
1
図
二

左
下
の
0
点
か
ら
右
上
の
方
へ
四

十
五
度
の
角
度
の
斜
線
を
引
く
。
こ

の
線
は
売
上
高
線
と
な
る
。
そ
し

て
こ
の
例
で
は
売
上
高
は
-
8
0

万
円
だ
か
ら
、
ヨ
コ
軸
の
-
 
0
0
0

万
円
の
目
盛
り
の
と
こ
ろ
か
ら
垂
直

線
を
あ
げ
て
売
上
高
線
と
の
交
点
を

と
る
。
こ
の
垂
直
線
が
、
そ
の
売
上

高
に
お
け
る
費
用
(
変
動
費
十
固
定

費
)
と
利
益
の
大
き
さ
を
あ
ら
わ
す

も
の
と
な
る
。

手
順
の
三
1
図
一
二
,

タ
テ
軸
の
目
盛
り
で
固
定
費
(
こ

の
場
合
は
-
 
0
0
万
円
)
を
と
り
、

＼
一
ゞ
't

.
,

ヨ
コ
軸
に
平
行
線
A
 
・
 
B
を
引
く
。

こ
の
線
A
・
B
と
ヨ
コ
軸
の
売
上
高

の
上
の
垂
直
線
の
交
点
を
C
と
す
る

と
、
 
C
と
ヨ
コ
軸
の
間
の
線
の
大
き

さ
が
固
定
費
の
大
き
さ
を
あ
ら
わ
す

こ
と
に
な
る

手
順
の
四
1
図
四

吹
に
、
ヨ
コ
軸
の
売
上
高
の
上
の

垂
直
線
上
に
総
費
用
(
変
動
費
十
固

定
費
)
と
な
る
点
D
を
と
る
。

手
順
の
五
1
図
五

手
順
の
四
の
D
と
手
順
の
三
の
A

と
結
ぶ
線
A
・
D
を
引
く
。
こ
の
線

A
・
D
と
売
上
高
線
の
交
点
を
P
と

す
る
と
、
こ
の
P
が
損
益
分
岐
点
を

あ
ら
わ
す
図
が
出
来
上
っ
九
の
で
あ

、

ピ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油
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損
益
分
岐
点
を
活
用
し
よ
う
③

損
益
分
岐
点
図
の
作
り
方

タソ
 
h

1
黄
用

図
一

る
。と

こ
ろ
で
、
固
定
費
全
冗
上
の
増

減
に
無
関
係
で
固
定
的
に
支
出
さ
れ

る
費
用
)
と
変
動
費
(
売
上
の
増
減

に
ょ
り
増
減
す
る
費
用
)
の
区
分
を

ど
ぅ
す
る
か
は
、
考
え
る
と
多
少
め

ん
ど
ぅ
な
こ
と
、
あ
る
が
、
概
ね
次

の
二
つ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
。
一

つ
は
、
損
益
計
算
書
(
製
造
原
価
報

告
書
を
含
む
)
の
費
用
項
目
の
性
格

か
ら
考
え
て
分
け
る
法
も
う
一
つ

は
最
小
自
乗
法
の
数
学
的
方
法
で
分

け
る
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
わ
か

り
や
す
い
の
で
前
の
方
法
を
太
す
す

め
す
る
。
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申
告
は
お
早
め
に

今
月
十
六
日
か
ら
受
付
け

贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月

十
六
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
申

告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署
は

大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
い
時
間

待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
申

告
は
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

所
得
税
は
、
個
人
か
一
年
間
に
得

た
所
得
に
応
じ
て
か
か
る
税
金
で

す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
人
は
、
①
事
業
を
し

て
い
る
人
や
、
不
動
産
収
入
の
あ
る

人
、
士
地
を
売
っ
た
人
な
ど
で
、
昭

和
五
十
四
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人
、
②

サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
で
、
給
与
の
年
収
が

一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
二
か
所
以

上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
、
給

与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人
、
同
族
法
人
の
役
員
等
で
そ
の

法
人
か
ら
給
与
の
ほ
か
に
家
賃
等
の

支
払
を
受
け
て
い
る
人
③
資
産
所
得

の
合
算
課
税
を
受
け
る
人
な
ど
で

す
。ま

た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も

賃
金
問
題
特
別
研
究
会
ご
案
内

▽
日
時
二
月
二
十
五
日
(
月
)

午
後
二
時
t
同
四
時

マ
場
所
共
済
会
館
や
ま
と

(
奈
良
市
鍋
屋
町
)

マ
テ
ー
マ
『
昭
和
五
十
五
年
春
季
賃
金
交
渉
の
問
題
点
』

▽
講
師
日
本
経
営
者
団
体
連
盟

労
政
部
長
小
川
泰
一
氏

▽
会
費
一
名
二
0
0
0
円

◎
同
一
会
社
よ
り
二
名
以
上
参
加
の
場
合
一
名

一
五
0
0
円
に
割
引

そ
の
他
、
本
件
に
つ
い
て
の
お
問
し
合
せ
は
奈
良
県
経
営

者
協
会
(
T
E
L
⑳
二
0
0
-
)
ま
で
。

よ
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
で
も
、
雑
損
控

除
や
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
人
は
、
確
定

申
告
を
し
て
税
金
の
還
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
の
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
は
二
月
十
六
日
前

で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

申
告
書
を
書
く
と
き
に
は
「
申
告

書
の
書
き
方
」
や
「
所
得
税
の
確
定

申
告
の
手
引
」
を
参
考
に
し
て
、
申

告
書
の
二
面
か
ら
番
号
順
に
、
記
入
し

て
い
く
と
、
所
得
や
税
額
の
計
算
が

簡
単
に
で
き
ま
す
。

前
年
、
確
定
申
告
を
し
た
人
に
は

申
告
書
用
紙
や
書
き
方
な
ど
を
税
務

署
か
ら
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず

そ
の
用
紙
を
使
っ
て
申
告
し
て
下
さ

、
0

今
年
、
新
た
に
確
定
申
告
を
す

Lる
人
に
は
、
税
務
署
に
申
告
書
の
用

紙
や
書
き
方
な
ど
が
用
意
し
て
あ
り
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ま
す
。所

得
や
税
額
の
計
算
の
仕
方
、
申

告
書
の
書
き
方
な
ど
で
、
分
ら
な
い

点
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
船

近
く
の
税
務
翻
室
や
税
務
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
確
定
申
告

の
期
問
中
は
、
当
所
で
も
、
無
料
で

相
壁
応
じ
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
納
税
の
期
限
は
、
申
告

期
限
と
同
じ
三
月
十
五
日
ま
で
と
な

つ
て
い
ま
t
が
、
確
定
申
告
に
ょ
り

納
付
す
る
税
額
の
半
分
以
上
を
三
月

十
五
日
ま
で
に
納
付
す
れ
ぱ
、
残
額

は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
延
納
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
延
納
期

間
中
は
七
・
三
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
の
利
子

税
が
か
か
り
ま
す
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税

贈
与
税
は
、
個
人
か
財
産
を
も
ら

つ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
贈

..

湯
煙
や
雪
の
山
村
暮
れ
の
こ
り

タ
紅
葉
下
枝
は
い
ま
だ
黄
み
ど
り
に

山
門
は
紅
葉
の
山
の
ふ
と
こ
ろ
に

木
の
実
降
る
五
輪
の
塔
語
で
け
り

こ
す
も
す
の
中
に
陶
狸
や
陶
の
町

若
人
の
毛
槍
に
は
ず
む
お
ん
祭

絶
間
な
き
客
に
師
走
の
は
や
灯
り

人
の
計
や
冬
波
岩
に
契
く
ぱ
か
り

忌
に
こ
も
る
ひ
と
り
の
庭
の
夕
落
葉

り
に
な
ら
な
い
点
は

.

CC

与
税
に
は
六
十
万
円
の
基
礎
控
除
が

あ
り
ま
す
の
で
、
昭
和
五
十
四
年
中

に
も
ら
っ
た
財
産
の
価
格
を
合
計
し

て
六
十
万
円
以
下
の
と
き
は
、
申
告

は
要
り
ま
せ
ん
が
、
六
十
万
円
を
超

え
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告
を
し

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
に
当

つ
て
、
財
産
の
評
価
額
な
ど
船
分
か
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し
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や
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尋
ね
く
だ
さ
い
。

贈
与
税
の
納
期
限
は
、
申
告
期
限

と
同
じ
三
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
贈
与
税
額
が
五
万
円
を

超
え
て
い
て
一
時
に
納
税
し
に
く
い

と
き
は
、
担
保
を
提
供
し
て
五
年
以

内
の
年
賦
に
ょ
る
延
期
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
延
納
期
間
中
は
、
年

六
・
六
。
ハ
ー
セ
ソ
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の
利
子
税
が
か

か
り
ま
す
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四
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@
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良
ビ
デ
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省エネルギー13の努力目標
みんなで実践Lましょう

1.照明は支障のないかぎり消灯に努めるこ
と。

2.照明器具の汚れは光力のムタ使いである
ので、努めて掃除すること。

3.窓ガラスの掃除を怠ら・ず、遮蔽物を除去
する等自然光の利用を高めること。

4.冷暖房による室内制限温度(夏季28度以
下、冬季19度以上であること)の徹底と、
着衣による寒暖調節に留意すること。

5.冷房はクーラー使用に偏することなく、
わが国古来の団扇、扇子の効果を見なお
すこと。

6.夏期における「上着なL会議」を推進す
ること。

フ.冬季を除き工場、事務所等の窓を支障の
ないかぎり開放L自然の風を十分に取り
入れること。

8.車輔の運行削減に努めること。
9.車輔の急発進、空フカシ、制限以上の高
速運転を慎しむこと。

〕0.熱費の比較的少ない軽車輔の利用を積極
的にとり入れること。

11.機械、器具の故障、空転はエネルギーの
消費となるので常に点検を怠らず、こま
めに手入れをすること。

12.エ.レベーター、エスカレーターの運行を
最少限に削減すること

13.省エネルギーに関する相互情報交換を積
極的に推進すること。
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菜子食品部奈良市大森町24番地 TEI0742-24-2001~4
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ご自身の巣をもつということは・
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営業時間 9●00~22:00
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し゛ブタイム 17:00~22:00)

1 ボトルキープ
ニッカG&G
スーパーニッカ4,000
キングジョージ4,500
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